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令和６年度 第 13回 千葉市バリアフリー基本構想推進協議会 議事録 

 

1 日  時 令和７年３月 17日（金） 16時 00分～17時 30分 

2 場  所 千葉市役所 高層棟３階 XL会議室 301 

3 出 席 者 

≪委員≫18名（代理出席５名） 

藤井敬宏会長、岩井阿礼副会長、名取信子委員、大石千惠委員、大里千春委員、 

植草定夫委員、髙橋直人委員、渡邉孝雄委員、落合真奈美委員、青木俊委員、 

髙石憲一委員、秋葉秀樹委員、小川賢委員、長瀬正一委員、石橋徹委員 

（WEB参加：松野由希委員、土屋稿治委員、並木友彦委員） 

（代理：國田政教様、重松景則様（WEB）、川口貴史様（WEB）、椎名様（WEB）） 

（欠席：髙梨園子委員、竹内ひろみ委員、正能俊輔委員、小川良一委員、成田斉委員、 

藪谷直幸委員、仲淳委員） 

≪事務局≫５名 

 交通政策課 石野課長、長瀬課長補佐、川口主査、小野主任主事、鶴岡技師 

≪傍聴≫０名 

 

4 議事次第 

 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議題 

第１号 バリアフリー化に向けた配慮事項について 

・まち歩きワークショップの実施結果の報告 

・子育て世代アンケートの実施結果の報告 

４ 報告事項 

（１）重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について 

（２）策定スケジュールについて 

 ５ その他 

 ６ 閉会 
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5 配付資料 

・次第 

・委員名簿 

・座席表 

・資料１ まち歩きワークショップの実施結果（概要）について 

・資料２ 子育て世代アンケートの実施結果について 

・資料３ バリアフリー化に向けた配慮事項について 

・参考資料１ 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について 

・参考資料２ 策定スケジュールについて 

 

6 議事の概要 

１ 議題 

第１号 バリアフリー化に向けた配慮事項について 

事務局より、バリアフリー化に向けた配慮事項について説明し、全会一致で

了承された。 

２ 報告事項 

（１）重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について 

事務局より、重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について説 

明を行った。 

（２）策定スケジュールについて 

事務局より、策定に向けたスケジュールについて説明を行った。 

 

 

＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより「第 13回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を

開催いたします。 

本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

本日の司会進行を務めます、交通政策課の長瀬です。よろしくお願いします。 

 

それでは、お手元に配布している資料の確認をいたします。 

・次第、委員名簿、座席表 

・資料１  まち歩きワークショップの実施結果（概要）について 

・資料２ 子育て世代アンケートの実施結果について 

・資料３ バリアフリー化に向けた配慮事項について 



3 

・参考資料１ 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について 

・参考資料２ 策定スケジュールについて 

でございます。 

座席表につきましては、本日机上配布としております。 

なお、大変お手数ですが、事前に送付しておりました資料１、資料３について、資料１

からの引用番号に、ずれが生じていたため、机上の資料１、資料３と差し替えをお願いし

ます。 

差し替えとなりましたが、配慮事項の内容については変更ございません。WEB 出席の方

におかれましては、恐れ入りますが、事前にお送りしたデータをご参照ください。 

以上、配付漏れはなかったでしょうか。 

 

本日は、委員 25名中、 

委員 18名【会場出席：15名、WEB出席：３名】 

代理出席者５名【会場出席：２名、WEB出席：３名】の出席 

をいただいており、千葉市バリアフリー基本構想推進協議会設置条例第７条第２項に規

定された半数以上の委員の出席であることから、本会議は成立していることをご報告申し

上げます。 

また、議事の公開につきましては、「千葉市バリアフリー基本構想推進協議会議事運営要

綱」により公開することとなっております。 

本日は傍聴の方はいらっしゃいません。 

 

２ 会長挨拶 

続きまして、当協議会の会長である日本大学理工学部 特任教授 藤井 敬宏様よりご挨

拶を頂戴します。 

 

【藤井会長】 

皆様こんにちは。本日は、本協議会を発端として他の自治体によい方向で影響が及んだ

というお話をさせていただきます。 

私は葛飾区のバリアフリー促進計画の策定にも関わっております。前回の千葉市協議

会で、手をつなぐ育成会さんから、山陽電鉄株式会社の列車の掲示で、「気づき」につい

て絵としてわかりやすく伝える、というもののご紹介がありました。私はとてもよいもの

だと思ったので、葛飾区の会議の中でもご紹介させていただきました。そうしましたら、

「今までこういうものは見たことがなかった」ということで、実際にこの３月にまとめる

報告書の中に組み込んでいただきました。山陽電鉄さんにも掲載可否の照会をかけて許

可をいただき、かたちになりました。さらなる動きとして、わかりやすくなった分、他に

色々掲載している内容がこれでよいのかということで、幅広いソフト対策について区民
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を中心とした部会の中で議論が活性化し、本編よりも多くの取組み事例がまとまり全部

は掲載しきれないというほどだったようです。その内容については事務局として具体的

な整理をして、前に進んでいくことの大きなきっかけになったということです。そういっ

た面で、このバリアフリーというのは、千葉市は千葉市というわけではなく、隣の市ある

いは全国的にも何かのきっかけで広がっていくということを、今回関わっていく中で私

も痛感いたしました。ぜひそういった意識共有をこれからも進めていけるとよいと考え

ております。 

そのような中で、本日は実際に千葉市で取り組んでいる、毎回異なる現場に赴いて、そ

この問題点は何だろうということを新たな気づきをもってフィードバックしながら、区

の状況に鑑みてバリアフリーを推進していくという段階的なアプローチの取組みの結果

を報告いたします。この結果は区全体の中で動き出す話でもございますし、あるいは他の

自治体の中でも、該当する内容は反映できるものですので、千葉市から次なるよい情報発

信ができるとよいと期待しているところでございます。本日は色々なご意見をたくさん

いただければありがたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【事務局】 

ありがとうございました。 

 

３ 委員紹介 

≪委員 紹介≫ 

続きまして、人事異動に伴い、新たに委嘱された委員の方をご紹介いたします。 

・千葉県警察本部千葉市警察部 総務課長 仲 淳様ですが、 

 本日ご欠席とのご連絡を受けており、代理で川口 貴史様です。 

 

≪代理出席者 紹介≫ 

続きまして、代理出席の方をご紹介いたします。 

・千家連 竹内 ひろみ様ですが、本日欠席とのご連絡を受けており、 

代理で昨年度まで委員をお願いしておりました國田 政教様です。 

・東日本旅客鉄道㈱千葉支社企画総務部 企画部長 正能 俊輔様ですが、 

本日欠席とのご連絡を受けており、代理で重松 景則様です。 

本日は WEBでご参加いただいております。 

・千葉都市モノレール株式会社 技術部長 小川 良一様ですが、 

本日欠席とのご連絡を受けており、代理で椎名様です。 

本日は WEBでご参加いただいております。 

 

それでは、これからの議事進行につきましては、藤井会長にお願いいたします。藤井会
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長、よろしくお願いいたします。 

 

４ 議題 

第１号 バリアフリー化に向けた配慮事項について 

【藤井会長】 

それでは、次第に沿って議事を進めたいと思います。 

『議題第１号 バリアフリー化に向けた配慮事項について』、事務局より説明をお願い

いたします。 

【事務局】 

議題第１号 バリアフリー化に向けた配慮事項について、まち歩きワークショップの実施

結果及び子育て世代アンケート結果の報告も含めて、ご説明致します。 

まち歩きワークショップにつきましては、藤井会長、岩井副会長をはじめ、委員の方及

びその関係者の方々、そして多くの市民の方にご参加・ご協力いただき、ありがとうござ

いました。この場をお借りして御礼申し上げます。 

それでは、早速ではございますが、お手元の資料１まち歩きワークショップの実施結果

（概要）についてをご覧ください。 

マスタープランやこれまで作成してきた稲毛地区、千葉都心地区の基本構想より、より

よい計画を作るため、これまでの配慮事項に、今回のまち歩きの結果や子育て世代アンケ

ート結果などを加えたものを、この度、この３地区のバリアフリー化推進に向けた配慮事

項（案）として、ここに取りまとめました。 

来年度に実施する施設管理者等が検討するバリアフリー計画、特定事業を検討する際の

配慮してほしい項目としてよいか、今回は審議いただけたらと思います。 

それでは、まず最初にまち歩きワークショップの実施結果についてご報告いたします。 

２ページ目をご覧下さい。前回の協議会の議題２号「まち歩き点検ワークショップ開催

案」で承認いただきました内容で、11月 18日に鎌取駅周辺、都賀駅周辺、11月 25日に蘇

我駅周辺において、まち歩きを実施しました。資料には当日の開催概要とプログラムを記

載しております。 

３ページ目をご覧下さい。３地区におきまして、まち歩き点検を行った対象施設とルー

トを記載しております。 

続きまして、４ページ目を確認下さい。今回のまち歩きにおきましても、たくさんの意

見をいただいておりまして、いただいた意見すべてをまとめたものは、別冊「まち歩きワ

ークショップの実施結果（詳細）について」で書面報告させていただきます。 

今回の協議会では、時間の関係上、大変恐縮ですが、マスタープランやこれまで作成し

た基本構想にはなかった意見を中心に、ご紹介させていただきます。黄色に着色されてい

る項目が、今回新たに共通の配慮事項へ含めた意見となります。また、文末にあるかっこ

書きの数字は、資料３で説明します「バリアフリー化に向けた配慮事項について」の番号
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とリンクしています。 

それではまず、Ａ班が行いましたＪＲ蘇我駅西口駅前広場からアリオ蘇我店までを点検

したグループの意見を紹介します。 

５ページの写真１をご確認下さい。タクシー乗り場の写真になります。写真にはありま

せんが、タクシー乗り場の表記が小さなポールに標記されているため、分かりやすい案内

としてほしいという意見と、写真のようにタクシーは枠の中に入っていますが、視覚障害

者の方がこの位置で降りると誘導ブロックより先に縁石にぶつかってしまったり、タクシ

ーが歩道寄りに停まると、車いすの方が通りにくいといった意見がありました。 

続いて、６ページの写真５をご覧ください。アリオ蘇我店において、よい点で挙げられ

た意見ですが、他の施設でも同様な取組みをしてほしいということで、今回配慮事項に加

えました。視覚障害者用案内呼び出しボタンと、車いす使用者用買物台等があってよかっ

たとの意見がでました。 

続いて、６ページの写真６をご覧ください。車いす用のローカウンターの前にチラシが

置かれている写真となります。このように、様々な障害に対応した施設や設備があるにも

かかわらず、施設管理者や従業員がその施設や設備に理解が及んでいないことが、今回の

まち歩きの中でも見受けられました。これについては、昨年度から当協議会でも施設管理

者や従業員のバリアフリー施設への理解が足りないという意見が挙げられていています。 

続いて、６ページ目の写真７をご覧ください。こちらはこれまでにすでに配慮事項とし

て加えられた事項ですが、異性介護者に配慮したトイレの一例として、プライバシー保護

のカーテンがあった例となります。他の施設では、保護カーテンがついている多機能トイ

レが見受けられなかったことと、介護された経験のない方には、保護カーテンの設置には

なかなか思いが至らないのかもしれないなと思い、これからも配慮事項に記載していく必

要があると考えております。 

続いて、６ページ目の写真９をご覧下さい。車いす利用者や視覚障害者の方は乗り降り

に時間を要することから、雨天時、屋根があったらよいなという意見と、車いす対応の車

両の多くが後ろから乗り降りをしますが、後ろに横断防止柵があることで、乗降スペース

がないとの意見がありました。 

その他今回新たに配慮事項に加えた意見について、５ページ目に戻りまして最後の方に

記載のバスにおいては、運転手の対応で、運転手の方から、車いすの方は、車いすを固定す

る場所が決まっており、他の人が乗る前に乗ってほしいため、バス停の先頭に並ぶように

言われましたが、バス乗り場にそのような案内は一切なく、車いすの方が割り込んで先頭

に並ぶことは抵抗があることから、そのようなルールがあるなら、乗り場に案内をしっか

りしてほしいとの意見が出ました。 

次にＢ班が行いました JR 蘇我駅西口駅前交差点から千葉市蘇我スポーツセンターまで

を点検したグループの意見を紹介します。 

８ページ目の写真 11をご覧下さい。よい点として、エレベーターのドアがガラス張りで
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あったため、聴覚障害者が閉じ込められた際も、外部とのコミュニケーションがとれると

いう意見がありました。悪い点としては、音声案内があるとよいとの意見がありました。 

次に８ページ目、写真 12をご覧下さい。視覚障害者誘導用ブロックは、マンホールを避

けるために角ばった曲がり方ではなく、なるべく直線的に、緩やかな曲線で敷設してほし

いとの意見がありました。まち歩き後の意見交換会で、視覚障害者の方が言っていました

が、一時誘導ブロックが途切れたとしても、２、３歩先にまた誘導ブロックがあれば、問題

はないとの意見がありました。 

７ページ目の千葉市蘇我スポーツ公園の園路については、写真がありませんが、公園ト

イレへの分岐点の警告ブロックが摩耗して分かりにくかったという意見と視覚障害者誘導

用ブロックの輝度比が不十分との意見がありました。 

続いて、８ページ目の写真 15をご覧ください。デザインを重視し、色をつけていないの

ですが、見えにくいとの意見がありました。 

次に８ページ目の写真 17をご覧ください。ポールの間隔が狭く、舗装も隆起しているた

め、車椅子の通行が困難という意見がありました。 

続いてＣ班が行いました蘇我駅から蘇我コミュニティセンターまでを点検したグループ

の意見を紹介します。 

９ページ目の蘇我駅改札内のエレベーターについて、音声についての意見ですので写真

がありませんが、「こちらドアが開きます」の案内ですと、視覚障害者はわかりにくいとい

う意見がありました。 

11ページ目 写真 19をご覧下さい。階段の段鼻のテープが滑り止めになっていない。と

いう意見がありました。 

11ページ 写真 20をご覧ください。写真ではわかりにくいのですが、歩道から車道に向

かって傾斜がついていて勾配がきついとの意見や路面の国際シンボルマークの表示が薄い、

看板は立っているが、道路側だけなので、歩道からは見にくいといった意見がありました。 

９ページの蘇我駅東口駅前広場の案内において、階段を下りたところにどのバスがどこ

に着くかわかる、総合的な案内板（サイネージ等）があるとよいといった意見があり、この

ような意見は鎌取駅や都賀駅でも同様な意見が出ていました。 

1１ページの写真 24 をご覧ください。ホテルを点検した際に、ビュッフェカートが置か

れていて、手足にちょっと不安がある方でも、料理を取りに行きやすいという意見があり

ました。一方で、テーブル高さがが車いすにあっていないとの意見がありました。 

次にＤ班が行いましたＪＲ鎌取駅南口駅前広場から千葉緑郵便局までを点検したグルー

プの意見を紹介します。 

なお、Ｄ班、Ｅ班には、前回の協議会でもご案内しましたが、県内唯一の聾学校の学生や

先生の方にも参加いただき、貴重な意見をいただいています。水色でマーキングされてい

る意見が、学生や職員の方の意見となります。 

14ページの写真 30をご覧ください。スロープが設置されているが、休むための踊り場が
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なく、一気に登るのは困難という意見がありました。 

14ページの写真 36をご覧ください。写真ではわかりづらいのですが、駐車場にかなりの

勾配があり、車いす利用者にとって移動が厳しいとの指摘がありました。 

次にＥ班の JR鎌取駅から緑区役所までを点検したグループの意見を紹介します。 

16ページの写真 38をご覧ください。視覚障害者誘導用ブロックが床面と同色であり、材

質も滑る、JIS規格になっていないとの指摘がありました。 

16 ページの写真 39 をご覧ください。タクシー乗り場の車道と歩道の擦りつけがスラン

トで確認したところ 17.5％もあり、急すぎるとの意見がありました。 

16ページの写真 40をご覧ください。バス停は２か所あり、それぞれどこに行くのか視覚

障害者にはわからないという意見がありました。 

16 ページの写真 42 をご覧ください。デジタル案内板のタッチパネルが車いすの高さに

合っていない。車いすが近づけるような蹴り込みがないとの意見がありました。 

私は、Ｅ班として聾学校の学生や先生と一緒にまち歩きを行いましたが、例えば、鎌取

駅改札には、今の運行情報を知らせるモニターが設置されていますが、駅のホームに一度

降りてしまうと、電車の遅延情報、どれくらい遅れているかとか、電車が今どこを走って

いるかなど、ホームで待っていてリアル情報がないことや、スーパー等のタイムセールな

どは、聴覚障害者にとっては情報が足りないことは否めなく、その他の意見を見ても、案

内の充実に関する意見がかなり多いことがわかります。施設管理者には、デジタルサイネ

ージの設置や人的対応など、聴覚障害者への配慮事項も促していきたいと考えています。 

今回聾学校の先生からは、生徒たちにとって、大変有意義な経験となったと言ってもら

えました。自分たちは聴覚障害者だけど、今回のまち歩きで、自分たちも他の障害者の方

を手助けできることがわかったとの話もありました。市としましても、子供たちにバリア

フリーに関する教育を推進し、障害に対する理解を深めていくことが必要だと改めて感じ

ました。 

続いて、Ｆ班の都賀駅から若葉区役所までを点検したグループの意見についてです。 

18ページの写真 43のように、駅ホームにおいて、視覚障害者誘導用ブロックを頼りに歩

く途中に柱やパイプがあって危険とか、写真 44のように、バスやタクシー乗り場に屋根が

あってよい等多くの意見をいただきました。 

全体として、案内表示についてのご意見が多く出されており、障害の種類・内容に応じ

て、設置されている場所や高さ、文字の大きさや色など、多様なご意見があったことから、

その重要性と適切な案内表示の難しさについて、改めて認識したところです。 

以上が、まち歩きワークショップの報告となります。 

 

それでは、続きまして、資料２「子育て世代アンケート調査実施結果について」をご覧く

ださい。 

１ページ目をご覧下さい。千葉都心地区の基本構想でも行った子育てアンケートを、当
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該３地区においても実施しています。蘇我地区と都賀地区は市の施設である子育てリラッ

クス館、鎌取地区は駅周辺に子育て支援施設がなかったため、駅から１㎞ほど離れた子育

て支援センターと駅周辺にある民間の市公認保育所に協力をお願いしました。 

２ページ目をご覧ください。調査項目となっています。当該地区の生活関連施設や生活

関連経路について伺っています。 

３ページ以降は調査結果となっています。 

４ページは、蘇我地区におけるアンケート結果となっています。よい意見も多数あがっ

ていますが、蘇我コミュニティセンターでは、授乳室が狭い、各フロアにおむつ交換台は

あるが、授乳室がないとの意見がありました。また、アリオ蘇我店では、キッズトイレがあ

ることがよいとの意見も挙がってました。 

続いて、７ページは鎌取地区におけるアンケート結果となっています。鎌取駅について、

エレベーター、エスカレーターが狭い。授乳スペース、子どもトイレも設置した方がよい。

という意見があり、イオンスタイル鎌取では、大きいベビールームがあり、おむつ替え、ミ

ルク作り、授乳、体重測定、身長測定等ができてとても便利。その他意見として、その施設

もおむつ替え台やベビーシートのある男性トイレが少ない。男性が安心して授乳できる場

所が少ないという意見がありました。 

続いて、12ページの都賀地区におけるアンケート結果です。都賀駅東口側の通路にエレ

ベーターやエスカレーターがなくて不便、若葉図書館西都賀分館において、エレベーター

もエスカレーターもなくベビーカーが使用できないといった意見がありました。 

多くの方が「よく利用する」とお答えになった施設は、蘇我地区では、蘇我コミュニティ

センターやアリオ蘇我、鎌取地区では、JR鎌取駅やイオンスタイル鎌取、都賀地区では JR

都賀駅、モノレール都賀駅など、まち歩き点検ワークショップで点検対象とした施設であ

り、まち歩き点検の結果を補完する貴重な利用者意見を頂けたものと考えております。 

また、アンケート全体として、おむつ交換台やベビールームなどの設備に関しての意見

のほか、ベビーカーを使用している時に感じた意見や感想を多く頂きました。中には周囲

を気にして施設の利用を躊躇してしまうなどのご意見もあり、周囲への理解の広がりが重

要であることがわかる結果となりました。 

以上が子育てアンケートから配慮事項にこの度加えた意見となります。 

 

それでは、３つ目の資料となります。資料３「バリアフリー化に向けた配慮事項につい

て」を確認下さい 

１ページ、２ページは、まち歩き点検ワークショップや子育て世代アンケートからいた

だいた意見を、バリアフリー化に向けた配慮事項に加えるために参考にした考え方や主な

基準をあげております。 

続いて３ページ目をご覧ください。バリアフリー化に向けた配慮事項を、施設等に分類

してお示しております。高齢者や障害者等の方が利用しやすい施設の整備に向けた配慮事
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項として、繰り返しになりますが、本市マスタープランやこれまでの策定した基本構想で

記載していた配慮事項に加え、今年度実施したまち歩き点検ワークショップや子育て世代

アンケート調査の結果等を踏まえて整理したものです。 

下線が引かれている部分は３地区において、多く出た意見です。赤字の部分が、今回新

たに共通の配慮事項へ含めたものとなります。 

それでは今回新たに追加した主な項目について、ご説明いたします。 

まずは、旅客施設における共通の配慮事項です。駅構内の配慮事項として、意見があっ

た件につきましては、①通路において、「視覚障害者誘導ブロックは JIS規格に合わせたも

のとする。輝度比を確保し、滑りにくい材質とする。」という表記を国土交通省「公共交通

機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドラインに基づき、配慮事項に加えており

ます。 

次に②上下移動について、蘇我駅や子育て世代アンケートからあがったご意見を受けて、

エレベーターは障害者のほかにベビーカー利用者にも利用しやすい構造にするとして、「ベ

ビーカー使用者」を追記しました。また、例えば乗った側と「反対側のドアが開きます」な

どといったように「開閉する側の扉を具体的に知らせる音声案内」という表記を、ガイド

ラインに従い追記しています。 

また、蘇我駅で挙がった「階段の段鼻のテープが滑り止めになっていない」というご意

見を受けて、「階段の踏面は滑りにくい仕上げとする。」という配慮事項をガイドラインを

参考に加えております。旅客施設のトイレでは、子育て世代アンケートから意見のあった

ガイドライン等には記載がないのですが、「施設の規模や特徴に応じて、キッズトイレを設

置する」という表記を配慮事項に加えています。 

４ページ目をご覧ください。旅客施設に７つ目の項目として、その他設備を加えており、

鎌取駅で出た意見から「大規模な旅客施設においては、授乳室やおむつ替えのできる場所

を設け、ベビーベットや給湯設備等を配置する」をガイドラインを参考に加えています。 

５ページ目をご覧ください。バスについての共通の配慮事項になります。②バス乗降場

・停留所について、蘇我駅・鎌取駅でご意見のあったバスの止まりやすさ正着性に対する

意見基づき、「特に駅前広場について正着性に考慮した構造とする」という表記を既存の配

慮事項に追記しております。③案内設備について、蘇我駅・鎌取駅でご意見をもとにバス

乗降場に対する案内の充実について、「音声案内」「デジタルサイネージ」を既存の配慮事

項に加えております。④人的対応・心のバリアフリーについては、アリオ蘇我でのご意見

を踏まえ、車いす使用者へのマナー・ルールの周知、車椅子使用者への理解促進を追記い

たしました。 

続いて、タクシーの共通の配慮事項についてです。鎌取駅北口駅前広場で出た意見をも

とに、既存の配慮事項に「車いす利用者が円滑に乗降できる構造」という文言を、旅客特定

車両停留施設のガイドラインを参考に追記しております。 

次に６ページ 道路のバリアフリー化に関する共通の配慮事項です。①の整備について
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ですが、蘇我駅周辺道路でのご意見をもとに、「視覚障害者誘導用ブロックは極力直線的に

敷設する」という文言を、道路の移動円滑化に関するガイドラインを参考に、追記いたし

ました。 

続いて、①整備の下から４つ目の共通配慮事項は、３つの駅でいずれも意見がありまし

た配慮事項でこれまでも配慮事項にはありましたが、「車いす使用者が乗降しやすい構造、

ベンチの設置、わかりやすい案内等の追記」と「上屋のバス乗降場、停留所、タクシー乗降

場、障害者専用乗降場等」具体的な乗降場名をガイドラインを参考に追記しております。 

次に、①整備の下から３つ目の共通の配慮事項は、蘇我駅及び鎌取駅でご意見のあった

「駅前広場の障害者専用乗降場は、車いす使用者が円滑にできる構造とし、障害者用であ

る旨が見やすい表示設置に努める」という表記を、ガイドラインを参考に追記しています。 

次に、①整備の一番下の共通の配慮事項については、「歩道橋のエレベーターは、障害者

やベビーカー使用者が利用しやすい構造とする。十分な広さ、開延長ボタン、車椅子使用

者対応操作ボタン、足元まで見える鏡、浮き彫り表示のボタン、開閉する側の扉を具体的

に知らせる音声案内、緊急時等に情報提供を行う表示装置、ガラス窓など」の表記を、ガイ

ドラインを参考に追記しています。 

次に道路の③案内設備に関する共通の配慮事項になります。３つの駅でいずれも意見が

ありました「駅前広場の目につきやすい場所に、駅前広場の構造を総合的に示す案内設備

の設置を推進する」という表記を、ガイドラインを参考に、追記しています。 

続いて、８ページ目をご覧ください。都市公園のバリアフリー化 ②園路の共通の配慮事

項として、千葉市蘇我スポーツセンターでご意見がありました、「視覚障害者誘導用ブロッ

クを敷設する場合は、JIS規格に合わせたものとする。周囲の路面との色の明度、色相又は

再度の差が大きいことにより容易に識別できるものとする。」という記載を、都市公園の移

動等円滑化整備ガイドラインを参考に記載しております。 

⑤駐車場の共通の配慮事項として、こちらも蘇我スポーツセンターでご意見がありまし

た「出入り口に通行の支障となる段差や勾配を設けないようにし、車椅子使用者等が通る

のに十分な出入口幅を確保する（90cm以上）」という意見については、ガイドラインには記

載がありませんが、せっかくいただいた意見ですので、配慮事項に反映しております。 

⑥案内設備について、同公園において意見がありました、「色の違いがわかりにくい人や、

色の違いによってイメージが伝わりやすい知的障害者等がいることに留意し、案内表示の

色づかいを工夫する。（トイレの男女マークなど）」という記載をガイドラインを参考に記

載しております。 

⑦維持管理について、視覚障害者誘導用ブロックについても、適切な維持管理に配慮い

ただけるよう、記載を追記しています。 

続いて、10ページ目 建築物のバリアフリー化における共通の配慮事項です。 

②建築物内通路について、建築設計標準に合わせて８％を１／12と標記を変えたほか、 

イオンスタイル鎌取で意見がありましたスロープについて、「なお、高さが 75cm を超え
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る場合には、高さ 75cm以内にごとに踊り場を設ける」という記載をガイドラインに基づい

て記載しました。 

続いて③上下移動について、子育て世代アンケートの蘇我いきいきセンターや若葉図書

館西都賀分館でのご意見をもとに既存の配慮事項に「ベビーカー使用者」を加えたほか、

蘇我駅のエレベータでのご意見で「開閉する側の扉を具体的に知らせる音声案内」という

ところを追記しています。 

続いて④トイレについて、建築設計標準には定められていない事項となりますが、子育

て世代アンケートのアリオ蘇我でのよい点で挙げられていた「施設の規模や特徴に応じて、

キッズトイレを設置する」を配慮事項としました。 

続いて⑤客室について、ここで今回の共通の配慮事項に追加したところについては、当

該協議会でホテルの客室のバリアフリー化に関する意見がこれまで多数でていましたので、

高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準をもとに３つ配慮事項に加えて

おります。まず１つ目として、「床面積 2,000 ㎡以上かつ、客室総数が 50 以上のホテル又

は旅館を新築、増築、改築又は用途を変更する場合は、施設規模に応じて車椅子使用者客

室を設ける。」２つ目として、「車椅子使用者用客室内または同じ階の共用部に、車椅子使

用者が円滑に利用できるトイレを設置する（開閉しやすい扉、十分な広さ、可動式手すり

など）。」３つ目として、「車椅子使用者用客室内の浴室、共用の車椅子使用者用浴室などは、

車椅子使用者が円滑に利用できるように配慮する（開閉しやすい扉、十分な広さ、浴槽・

シャワー・手すりの適切な配置など）。」以上、３つを共通の配慮事項に加えました。 

続いて、11ページをご覧下さい。⑥駐車場について、アリオ蘇我、千葉緑郵便局で出た

意見を参考に、まず上段に「水平な場所」を追記し、「車両後方から車椅子の乗降が可能な

奥行き」という記載と「屋内、または屋根・庇などのある場所」という記述を追記しまし

た。 

⑦案内設備について、イオンスタイル鎌取で出たご意見を参考に「建築物内の案内施設」

を追記しています。 

⑧その他設備について、ドーミーイン千葉シティ蘇我や緑区役所で出たご意見を参考に

「テーブル、案内板など」を追記し、車椅子が接近しやすい構造とするように記載してい

ます。また、当該協議会において、客室のバリアフリー施設がホームページ等で周知がな

されていないということについて、「障害者等の施設利用における支援ツールを提供し、案

内を表示するとともに、ホームページでの情報提供を行う」という記載を配慮事項に加え

ています。 

子育て世代アンケートのイオンスタイル鎌取やアリオ蘇我でともによい意見として挙が

っていましたが、「おむつ交換台や授乳室の十分な広さ及びプライバシーが確保され、男性

も利用しやすい」という文言を既存の配慮事項に追記しています。 

⑨人的対応・心のバリアフリーについての内容になります。アリオ蘇我でご意見があり

ました「障害者等の利用設備の前に物を置いたりしないよう、適切な運用を行う。」という
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項目を増やしております。 

また、こちらも当協議会で出た意見で、せっかく施設があるのに、そこで働く従業員が

バリアフリー設備があることを知っていなかったり、使い方を知らないというご指摘があ

りましたので、今回、「障害者等の施設利用における支援ツールの設置状況、使い方等を十

分に理解し、案内やサポートなどの対応を充実する」という記載を配慮事項に追記してお

ります。 

以上、大変長くなりましたが、議題第１号「バリアフリー化促進に向けた配慮事項につ

いて」について、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【藤井会長】 

どうもありがとうございました。これは説明が大変でしたね。委員の皆様方にもご参加

いただきましたまち歩きワークショップでの点検、並びに子育て世代のアンケート調査

と、その中でご指摘いただいた事項をこの配慮事項の中に組み込んでいくという作業を

行っていただきました。その中で、本当にたくさんのご意見をいただいたということで、

赤字が多い部分が非常に目につくかと思います。今回一つのチェック体制として、とても

機能するものが行えたのではないかと思います。どうしてもこういった点検作業をする

と問題点がかなり浮き彫りになるのですが、今回の場合は、かなりの部分で「こういった

よいものがあるのだからもっと広めよう」という非常に前向きな、よい点の取組みもご紹

介されたことが特徴的だと感じております。 

それでは、この案件につきましては議題ですので、皆様方に最終的にお諮りをして承認

をいただくことになります。その前にご質問・ご意見等を承りたいと思います。 

まずは WEB でご参加いただいている委員の皆様方からご意見ご質問等ございましたら

お伺いできればと思いますが、いかがでしょうか。 

【ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

お手が挙がらないようですので、会場出席の委員の皆様方でご質問ご意見等ございま

したらお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【大石委員】 

今回、他の地区から見て素晴らしいと思ったのは、耳マークがあって筆談可能な場所が

かなりあるということを初めて知って、嬉しくなりました。 

ご意見として「ベビーカーと一緒に入れる広いトイレがほしい」とありましたが、今「多

目的トイレ」というものをたくさん作っています。最初に作ったときの名称は「車椅子用

トイレ」でした。だんだんオストメイトのストーマ交換ができるような設備ができ、今は

どこへ行っても「多機能トイレ」や「多目的トイレ」と言われています。あそここそ、ベ

ビーカーと一緒にお母さんが入れるとてもよい環境だと思います。ただ、私たちもあそこ
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から若い人が出てくると「なんで若い人がそこから出てくるのか」という先入観がまだど

こかにあるので、そういった先入観をなくして、「もっと多目的トイレをみんなで上手に

使おう」という PR を市政だよりやホームページ、トイレのドアへの掲示などで示して、

みんなで使える本当の多目的なトイレになっていくとよいと思います。 

また、車椅子の方がバスに乗るときに一番前にいてほしい、というのは当然だと思いま

す。今千葉駅の東口のほうですと、私たちの場合も、視覚障害者誘導用ブロックが皆さん

の並ぶところよりも少し離れたところに作られています。たくさんの人が並んでいると

きにはお願いして手を貸していただくことができるのですが、自分がたった一人のとき

は、視覚障害者誘導用ブロックがあることによってここがバス停だとわかるので、とても

安心です。車椅子の方たちも、一番先にドライバーさんたちに確認してもらえるにはこの

場所がよいということを、バス停に「車椅子の方はここに並んでください」というマーク

を付けたり、「バスを待つときは車椅子の方を最優先にしましょう」ということを、ヘル

プマークを市政だよりで宣伝したようにどこかで宣伝して、みんなでやっていけばすぐ

できることではないかと思います。 

それからまち歩き点検の中で、バスに乗るときにバスの乗降口から視覚障害者誘導用

ブロックが離れているという意見もあったようですが、離れているのは、私たちが先頭に

いることでバスが来たときにドライバーさんに一番先に見ていただけて、スライドして

乗降するということのためにそうなっています。たまに「バスの並び列はあちらですよ」

とお声掛けをいただきますが、そういうときは「ありがとうございます。ただ、ここにい

ればドライバーさんたちに一番先に発見してもらえるので、ここで待たせてもらいます。」

とよく説明して乗っています。車椅子の人もそうだということを皆さんに周知したら、早

急かつ簡単に解決するのではないかと思っております。 

【藤井会長】 

ありがとうございました。意識啓発に対してという点でご提案をいただきました。事務

局はなにかございますか。 

【事務局】 

只今、大石委員からいただいた、多機能トイレはだれでも使ってよいという PR等につ

いても、今回の配慮事項のどこかに組み込めないかということを事務局でも考え、具体的

な場所ではなく施設を PRしていくという啓発活動において、どこに加えるのが一番よい

のかを会長とも相談しながら検討していきたいと思います。 

【大石委員】 

ぜひお願いします。 

【落合委員】 

公共交通のバリアフリー化の注意点として、ホームが挙げられています。ホームの優先

席の乗降口は必ず書いてあるものだと思っていたのですが、先日千葉駅で 10番線に乗っ

たときに、表示がない箇所がたくさんありとても困りました。そういった優先席の乗降口



15 

がきちんと表示されているかの確認もバリアフリー化の一部に入れていただきたいです。

お願いいたします。 

【藤井会長】 

事務局いかがでしょうか。お願いの意図は伝わりましたか。 

車両の優先席のある箇所がホーム上で「見える化」されるとよいということです。今回

JR さんも WEB で参加しており情報共有されているので、車両の編成等で組み方が色々あ

るかもしれませんが、その辺りの状況も鑑みて、どのようなかたちでより具体的な取組み

ができるかどうか調整していただければと思います。さらに現在ホームドア等色々な建

設も進んでいますので、そういった中で一体的に取り組めるようにご検討いただけると

ありがたいと思います。 

【事務局】 

ありがとうございます。概ね駅のホーム上に優先席の表示はされていると思っていま

すが、その点も含めて JRさんに確認をしまして、こちらの配慮事項に付け加える必要が

あるかどうかも検討させていただきたいと思います。 

【藤井会長】 

その他いかがでしょうか。 

【会場】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

会場のほうはないようです。WEBでご参加いただいている委員の皆様方は、何かお気づ

きの点等ございますでしょうか。 

【ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

それでは、冒頭にお話ししました通り、こちらは皆様方に承認をいただく案件でござい

ます。今ご指摘いただきました点に関して、確認したうえでその取組みをする、あるいは、

内容について配慮事項のどの部分に組み込まれるか、現状でも十分書き込まれてはいま

すがさらにもう一歩表現として取り込めるかどうか、こちらについては会長・副会長にお

任せいただくことのご了解をいただきながら、ご承認をいただければありがたいと思っ

ております。 

それではお諮りしてまいりたいと思います。皆様方にご賛同いただける場合には挙手

をしていただく、ということになります。それではご賛同いただける方は挙手をお願いい

たします。 

【会場・ＷＥＢ】 

全員賛成 

【藤井会長】 
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全員に賛成いただきましたので、原案について、一部会長・副会長確認が必要ではあり

ますが、承認といたします。各委員の皆様方、事務局の方、各種事業者の皆様方、ありが

とうございました。配慮事項が組み込まれましたので、「さあこれからやるぞ」という段

階でございます。今後のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

５ 報告事項 

（１）重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について 

【藤井会長】 

続きまして、報告事項に移らせていただきたいと思います。「報告事項（１）重点整備

地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について」、事務局より説明をお願いいたしま

す。 

【事務局】 

報告事項（１）「重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について」、ご説明

いたします。お手元の参考資料１をご覧ください。 

前回の当該協議会において、蘇我、鎌取、都賀の３地区の重点整備地区・生活関連施設・

生活関連経路の設定案を提示し、承認を得ましたところですが、軽微な変更がございます

ので、ご報告させていただきます。 

なお、前回の協議会におきまして、軽微な修正につきましては、藤井会長及び岩井副会

長のご確認を得て進めていくこととさせていただいており、会長、副会長にはご了承いた

だいていることを先にお伝えいたします。 

今回、蘇我・鎌取・都賀地区それぞれについて１か所ずつ変更点がございます。 

１つ目は蘇我地区 生活関連経路の変更点になります。２ページ目をご覧ください。今

回、再度現地視察を行ったところ、左のページ JR蘇我地区の③宮崎小学校までの赤の点

線で記載した生活関連経路の歩道の幅が十分ではなく、ハード面の整備に限界があった

ことから、代わりに右ページに記載をした一つ奥の道路を生活関連経路と設定しなおし

ました。変更後の生活関連経路は通学用として既にカラー化されており、変更前の道路よ

りも安全性が高い道路となっております。 

２つ目は鎌取地区の重点整備地区範囲の変更になります。３ページ目をご覧ください。

黒い四角の１番「国立病院機構下総精神医療センター」について、当該医療センターより

敷地の図面をいただき、正確な敷地範囲へと変更いたしました。 

３つ目は JR/モノレール都賀地区 生活関連施設の変更になります。４ページ目をご覧

ください。千葉市バリアフリーマスタープラン記載の生活関連施設抽出ルールより、大規

模店舗として「ROOM DECO 都賀本店」を位置付けておりましたが、閉業していることが判

明しました。同一建築物内に「しまむら都賀店」が残っていたため、「しまむら都賀店」

に名称を変更しております。 

以上が参考資料１「重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について」の説
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明となります。よろしくお願いいたします。 

【藤井会長】 

ありがとうございました。只今の説明に関しまして、WEB出席の委員の皆様方、ご質問・

ご意見等ございますでしょうか。 

【ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

会場出席の委員の皆様方、ご質問・ご意見等ございますでしょうか。 

【会場】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

それではご質問がないようですので、議事を進めてまいります。 

 

（２）策定スケジュールについて 

【藤井会長】 

それでは、『報告事項（２）策定スケジュールについて』、事務局より説明をお願いいた

します。 

【事務局】 

お手元の参考資料２をご覧ください。策定までのスケジュールについてご説明いたし

ます。 

来年度は、今回承認いただいたバリアフリー化に向けた配慮事項をもとに、今年の５月

頃に事業者ワーキンググループを開催します。各施設設置管理者の皆様に施設ごとの具

体的なバリアフリー計画である特定事業を検討していただくにあたって内容等のご説明

を行います。その後、調整を本格化し、９月頃には利用者と施設設置者の両者の相互理解

を深めるため、まち歩き点検ワークショップ、事業者ワーキンググループにご参加いただ

いた皆様に対して、合同の意見交換会の開催を予定しております。 

第 14回協議会は、11月頃を予定しており、事業者ＷＧ、合同意見交換会の結果も踏ま

え、地区別バリアフリー基本構想 蘇我・鎌取・都賀地区の骨子案について皆様にご議論

いただき、令和８年２月開催予定の第 15回協議会での承認を経て、令和７年度末に当該

３地区のバリアフリー基本構想の策定・公表を目標としております。 

前回の協議会で、特定事業計画の作成については、特定事業作成後、令和８年に、各施

設設置管理者の皆様と調整を進め、令和８年度内に計画策定・公表を目指すとご説明させ

ていただきました。これについて、国土交通省運輸局のバリアフリー推進課と特定事業と

その計画について同時に進めることについて条文等を確認したところ、特定事業の作成

と並行して、特定事業計画の調整も可能とのことでしたので、バリアフリー化の推進を少

しでも早く進めるため、今年度は事業者 WGのタイミングから特定事業と合わせて、その
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計画も同時に調整を進める方針に修正しています。 

以上が参考資料２「策定スケジュールについて」の説明となります。よろしくお願いい

たします。 

【藤井会長】 

ありがとうございました。来年度は、具体的に計画の骨子策定に繋がってまいりますの

で、その全体の流れについてご説明をいただきました。 

只今の説明に関しまして、まず WEB 出席の皆様方からご質問ご意見等ございますでし

ょうか。 

【ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

それでは、会場出席の委員の皆様方で、ご質問ご意見等ございますでしょうか。 

【長瀬委員】 

計画としては言うことはないのですが、今後考えていってほしいことが一つあります。 

地域の郵便局がすべて駅からの経路として入っているのですが、地域の郵便局は駅か

ら来て往復するということはほぼないのではないかと感じております。学校等も入って

いるのですが、普段使いとして考えたときに、本当にそういった施設への経路をバリアフ

リー経路として設定する必要があるのでしょうか。バリアフリー経路に設定すると他へ

の波及が大きくなってしまうので、他の考え方が必要ではないかと感じるところがあり

ます。 

どこまでの施設をここに取り込んでいくのか、全ての施設に対して整備できればよい

のでしょうけれども、そうすると際限がなくなってしまうので、どういったところでバリ

アフリー化の有無の必要性を考えていくのか、利用状況を踏まえたうえで施設を入れ込

んでいくことを考えていってほしいと思っております。道路の整備として入れていくに

は、あまりに距離があったり、施設がポツンとあってそこだけに向かっていくというので

は、あまりにも費用対効果が低いですし、利用者がいるのかいないのかわからないままに

整備をしないといけないという部分については疑問を感じております。 

今後こういった計画をしていくうえでは、どういった施設が本当に必要なのか、地域と

して駅経由ではない経路も踏まえてどう考えていくのかを検討事項に加えていただきた

いと思います。意見として、今後そういったことも話していければと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

【藤井会長】 

ありがとうございます。ご意見ご要望だと思いますが、今事務局として特に考えている

ことはございますか。 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。マスタープランの中で生活関連施設について、不特定多
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数の方が利用する施設の抽出ルールというものを入れております。そのルールの中で、郵

便局は駅から半径 500ｍ圏内にあれば生活関連施設ということで位置づけておりますが、

利用実態等に合わせて考えていきたいと思います。また小学校も、避難所等に指定されて

いるということで生活関連施設に今回位置づけておりますが、実際に駅から行くことを

想定した経路に関しましては、確かに過剰になってしまうこともあるかと思います。今回

は宮崎小学校と蘇我小学校を入れておりますが、そういったところに対して経路が必要

なのかについては、基本構想で具体的なバリアフリーを決めていく機会ですので、忌憚の

ない意見をいただきたいと思います。小学校や郵便局を入れるか入れないかといったこ

とも、この場で皆さんに議論していただければ幸いでございます。 

【藤井会長】 

今後検討の中で、ということでございます。今の小学校の話の中で、避難というキーワ

ードが出てまいりました。自分の学校が地域のそういうことの核となっているというこ

とを子供たちが知るということも、大事な意識啓発事業の一つのプログラムになります。

単に地図に線を引くだけではなく、地域の方に活用されている学校であるということを

学びの中で知り、それがさらに単に健常者だけではなく障害というキーワードもある中

で地域の中で活用することを知るという理解も非常に大事です。多面的な視点をもって、

施設として組み込むかどうかについて慎重にご検討いただけるとありがたいと思います。 

【大石委員】 

確かに私の地域でも、郵便局は駅からでもなんでもないところにポツンとあります。私

は一人暮らしですので、そこに行く道路には視覚障害者誘導用ブロックがないのでタク

シーで行くしかないのですが、郵便局にはタクシーを降りたところから窓口まで視覚障

害者誘導用ブロックがあります。こういったことが、どうしても一人で行かないといけな

いときは助かります。長沼コミュニティセンターもそうで、建物の中全体にまでは視覚障

害者誘導用ブロックがありませんが、バスやタクシーを降りたら受付まではあります。そ

ういう安心感があってほしいと思います。必ずしも駅からではなくても、行った施設にき

ちんと入口から、対応できる窓口までの視覚障害者誘導用ブロックがあると助かります。 

【藤井会長】 

施設要件としてまずそれが整っているかどうか。また、繋ぐというキーワードに関して、

どういうかたちで繋いでいくプライオリティを考えるか。この計画はこれから作るとこ

ろですので、地区に合ったものをどういうかたちで位置づけるかを、ぜひまた皆様方で議

論して決めていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

その他いかかでしょうか。 

それではご質問がないようですので、スケジュールに関しては以上とさせていただき

ます。 

 

６ その他 
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【藤井会長】 

続きまして、「その他」といたしまして、事務局から説明はありますでしょうか。 

【事務局】 

その他として、１点だけ事務局よりご報告いたします。 

今回、まち歩きや子育てアンケートの中で、蘇我いきいきセンターなどエレベーターが

なく段差解消が行われていない施設が確認されました。エレベーターを用いない段差解

消について、最新的な事例のご紹介をいただきます。 

 

【紹介事業者】 

スライド 1：バリアフリーの現状 

まずは、国内の現在のバリアフリー状況についてご説明します。平成 18年に施行され

た「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（いわゆるバリアフリー法）」

に基づき、交通機関をはじめとする公共施設のバリアフリー化が進んできました。 

特に、1日あたり 3,000人以上が利用する鉄道駅では、エレベーターやスロープの整備

が進み、段差の解消率は 90％を超えています。 

一方で、駅の無人化も進んでいます。駅全体で見ると、無人駅の割合は 2001年度には

43.3％でしたが、2019 年度には 48.2％と約 5 ポイント増加しています。特に、1 日あた

り 3,000人未満の駅では、約 73％が無人駅となっています。 

今後も人手不足が進むと予想される中、駅だけでなく、さまざまな公共施設でも無人

化・省人化が求められるようになるでしょう。そうした状況に対応する手段の一つとして、

「段差解消機の無人化」が注目されています。本日は、その具体的な事例をご紹介いたし

ます。 

スライド 2：斜行型段差解消機の紹介 

こちらは、「斜行型段差解消機」です。 

左側に写っているのが従来型で、運転は係員によって行われるタイプです。 

この昇降機の特長は、使用していないときには階段としてそのまま利用できる点です。

また、設置の際に大掛かりな土木工事が不要で、エレベーターを設置する場合に比べて費

用も大幅に抑えられます。 

さらに、最近では「利用者自身が操作できるタイプ」も開発されています。これは、従

来の機種に比べてかごが大きくなり、1 人乗りから 2 人乗りに対応。昇降速度も向上し、

利便性が高まっています。 

操作方法もエレベーターのように、ボタンひとつで簡単に扱える設計になっています。

ただし、安全管理のため、専用の昇降路を設ける必要があります。 

また、この昇降機は段差解消機であるため、車いす、シルバーカー、ベビーカー利用者

とその介助者が対象です。健常者のみでの利用はできませんので、ご注意ください。 

スライド 3：安全装置について 
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昇降機には、安全にご利用いただくための装置や、万が一の際に連絡できる通信手段が

備えられています。 

利用者が安心して使えるよう、さまざまな工夫が施されています。 

スライド 4：設置事例① 金沢城公園 

こちらは、石川県金沢市の「金沢城公園」に設置された従来型の段差解消機です。 

金沢城公園は、江戸時代の城を忠実に復元整備した施設で、歴史的建造物の景観を損な

わないよう、文化財に配慮した設計となっています。 

この昇降機は、両側にレールがある構造のため、木造階段への負担が少なく、設置が可

能となりました。 

スライド 5：設置事例② 東京大学・福岡県庁 

次にご紹介するのは、「利用者運転型」の昇降機です。 

まずは、東京大学先端科学技術センターの事例です。 

東京大学と共同で開発されたこの昇降機は、車いす利用の教授が主に使用しています。 

この取り組みは、国際的なユニバーサルデザインの推進活動として評価され、2023 年

には「IAUD国際デザイン賞」公共空間デザイン部門で銀賞を受賞しています。 

続いては、福岡県庁の事例です。 

議会棟の階段に設置されていた従来型の昇降機が、利用者運転型かつ遠隔操作可能な

新型に更新されました。 

以前は、数百メートル離れた警備室から係員が移動して操作していましたが、今では車

いす利用者ご自身での操作や、係員による遠隔操作により、スムーズに利用できるように

なっています。 

遠隔操作時には、カメラで安全を確認しながら操作が行われています。 

動画紹介 

それでは、実際に東京大学と福岡県庁で使われている昇降機の映像をご覧ください。 

まとめ 

以上、段差解消機の最新情報と設置事例についてご紹介しました。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

【事務局】 

ありがとうございました。 

千葉市の鉄軌道は、JR さん、京成電鉄さん、千葉都市モノレールさんの３社あります

が、京成電鉄さんが今年度と来年度をかけて、新千葉駅と大森台駅にエレベーターやスロ

ープを設置いただいておりまして、この２駅の整備が終わりますと、市内の鉄軌道駅は、

段差の解消という点において、100％整備済みとなります。これで市内のどこの駅で降り

ても、移動が自由になったと言えますが、ここまでには、千葉市も費用の一部をご負担は

しているものの、事業者様にとっては、多くの費用とそして多くの時間を要しました。 
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バリアフリー化を推進するためには、今回ご紹介させていただいたハード対策の技術

の進歩も必要であると考えています。今回、紹介させていただいた内容は、来年度実施予

定の事業者 WGでも紹介したいと考えています。 

事務局からの報告は以上となります。 

【事務局】 

補足させていただきます。既存の施設にエレベーターを設けるということに関しまし

ては、費用面や法など様々な制約があります。エレベーターだけに限らず今は色んな手法

がありますので、そういったところも含めて今後の特定事業計画の作成や、すでに作成し

ている地区別バリアフリー基本構想の進捗管理の中で、様々な事業者様とも話し合いを

しながら進めていければと考えております。 

【藤井会長】 

ぜひ進めていただけるとありがたいと思います。 

それでは、委員の皆様方からご紹介したい取組、その他お気づきの点等ございましたら

お伺いしたいと思います。いかがでしょうか。 

【大里委員】 

無人駅がこれからの時代増えていくというところで、今エスカレーターやエレベータ

ーのお話を伺いましたが、やはり何かトラブルにあったときに乗降されている皆さんが

少しでも手助けができるような啓発活動を、各社がしていただけるとありがたいと思い

ます。また、無人駅ですとお手洗いや、一人で利用している知的障害の児童が犯罪に巻き

込まれたりする懸念があります。難しいことではありますが、ブザーを付ければよいとい

うだけの話でもないので、どうしたらよいかということを皆様にも考えていただけると

よいと思います。 

【藤井会長】 

また来年度具体的に計画策定となりますので、色んな場面での状況報告を含めた提案・

要望をいただければと思います。どうもありがとうございます。 

その他よろしいでしょうか。 

ないようですので本日の審議は以上とさせていただきます。それでは、進行を事務局に

お返しします。どうもありがとうございました。 

 

７ 閉会 

【事務局】 

本日は長時間のご審議ありがとうございました。 

本日は本年度最後の協議会となります。１年に渡り協議会の運営にご協力いただきま

して、本当にありがとうございます。来年度は鎌取・都賀・蘇我３地区の地区別バリアフ

リー基本構想の策定と共に、バリアフリーマスタープランの中間評価を予定しておりま

す。引き続き審議をよろしくお願いいたします。 
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以上をもちまして、「第 13回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を終了いたしま

す。本日は、ありがとうございました。 


